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2014～2015年におけるUAVを用いた水稲生育モニタリングの成果
Result of rice growth monitoring using small UAV from 2014 - 2015
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ここ数年におけるUAV (Unmanned Aerial Vehicle)の技術進歩のスピードは速く，非熟練者でも近接リモートセ
ンシングの実施が可能となってきた．UAVは空撮以外にも各種センサ機器を搭載した空中計測を行うことができ
るため，さまざまな分野から期待されているツールである．その中でも農業分野におけるUAVの活用及び普及が
有望視されている． 
これまでにも衛星・航空機を用いた農作物のモニタリング手法があり，この手法は既に技術的にほぼ確立され
ている．しかし，衛星・航空機を頻繁に使用するには手間とコストがかかり，さらに天候にも左右されやすい
ことから，高頻度で観測するモニタリングには課題が残されていた．一方，UAV（特にマルチコプター）はこれ
らに比べて，天候の影響を受けにくい低空を高頻度で観測できるため，日本のような狭い圃場には適してい
る． 
本発表は，2014～2015年におけるUAVを用いた水稲モニタリングの成果を報告する．2014年は実証実験としてモ
ニタリングを行い，追肥判定，倒伏診断，収量予測，食味予測等を定量的に示すことが可能であることがわ
かってきた．そこで，2015年は前年に得た知見をもとに水稲モニタリングおよび栽培を実践した．その結
果，前年に比べて10a当たりの収量を44kgの増収に結びつけることができた．
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